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(57)【要約】

【課題】　超臨界二酸化炭素の使用に代えて窒素や酸素

、空気を用いることにより、タンパク質や生理活性物質

などの易熱変性芯材粒子をその性質を保持したまま内包

することができる、コーティング粒子の製造方法、およ

びそれを用いたコーティング粒子製造装置を提供するこ

と。

【解決手段】　本発明のコーティング粒子の製造方法は

、閉鎖可能な容器内において、芯材粒子、熱可塑性材料

、および高圧流体を剪断下で混合する工程、ならびに閉

鎖可能な容器内を開放して芯材粒子を熱可塑性材料でコ

ーティングする工程を包含する。高圧流体は窒素、酸素

および空気からなる群から選択される少なくとも１種の

流体であり、閉鎖可能な容器内に少なくとも１つのター

ビン撹拌翼を備える。

【選択図】　図４


	bibliographic-data
	abstract

